◆04　堀智久「専門性の解体とその隘路——日本臨床心理学会の1970/80」
■報告要旨

1　研究目的
　1970年代以降の障害者解放運動や自立生活運動の特質のひとつに反専門職主義がある。たとえば、自立生活運動の拠点である自立生活センターは、既存の公的サービスへの橋渡しを行うのみならず、自ら介助サービスを提供し、また自立生活プログラムやピアカウンセリングなど、障害者の介助者管理能力や主体性を高めるための活動を行ってきた。この自立生活センターの取り組みなどは、消費者運動や患者の権利運動と同様、契約関係や取引関係をモデルに専門職と障害者の関係性の平等化を目指す実践であると捉えることができる。
　一方で、障害者解放運動や自立生活運動における反専門職主義は、専門職との関係性における「主導権の取り戻し」の主張にとどまらない。たとえば、1970年代以降の障害者解放運動が、障害者の障害をアイデンティティのひとつとして肯定的に捉え直し、もっぱら健常者に近づくことだけを目的とする治療やリハビリテーションを否定してきたことはよく知られるところである。小泉義之は、パーソンズの病人役割――障害者役割にも適用可能（Gordon 1966; Parsons 1975）――について、「患者の自己決定権とは、結局のところは、すでに課せられている義務を、もう一度患者の側から選び直すだけのこと」であるとして、「『回復』しようとする義務を伴う、それ自体望ましくないものとしての病気の状態に関する定義」（Parsons 1951＝1974: 433）を受け入れる義務である、「第3の役割を批判するか否かが、最も重要でクリティカルな争点になる」（小泉 2006: 192-3）と指摘する。とすれば、本来的には、この反専門職主義こそが、専門職にとっては脅威的であるといえよう。

　だが、まず先行の研究では、専門職との関係性において、反専門職主義の二つの側面が意識的に区分されてきたとはいえない。また、障害者本人による反専門職主義が暗黙に前提され論じられる傾向があるが（三島 2007; 田中 2005; 杉本 2001等）、実際には、専門職自身による反専門職主義、すなわち、自らの営為を内省しクライエントの視点に立とうとする動きが存在してきた。とりわけ、ここでの反専門職主義が、専門性の解体への志向をも含んでいるとすれば、日常的に専門性に依拠し職務を遂行している専門職は、いかにしてこの批判を受け入れてきたのかという、きわめて基本的な問いが成立する。

　そこで、本報告では、1980年代の日本臨床心理学会の学会改革運動を事例に、いわゆる専門職であるクリニカルサイコロジストが、いかにして自らの専門性のもつ抑圧性を認識しながらも、その否定し難さと向き合ってきたのかについて、検討する。1969年10月に開始される日本臨床心理学会の学会改革運動は、1970年代を通じて、心理テストや心理治療の総点検を行い、やがて自らの専門性を全面的に否定するに至る。本報告では、1980年代に入って、いったん潜在化した専門性の可能性に目を向ける主張が、いかにして再び顕在化するのか、また専門性や資格の否定し難さをめぐって、学会内でいかなる意見の対立や葛藤が存在してきたのかを明らかにする。

2　研究方法
　日本臨床心理学会は、1964年6月に設立され、1960年代から1970年代にかけて、臨床心理学を専門領域とする唯一の国内学会であった。1960年代および1970年代の日本臨床心理学会の学会改革運動については、すでに堀（2011）で論じており、本報告では、1980年代の学会改革運動を中心に取り上げる。

　本報告では、文献調査を行うにあたって、1.学会が毎月発行する会報『クリニカルサイコロジスト』、2.年4回発行する学会誌『臨床心理学研究』、3.学会編集の書籍等の資（史）料を用いる。また、報告者は、文献調査と並行して、1970年代および1980年代に日本臨床心理学会の学会改革運動に積極的に携わっていた精神科の医療心理職を対象に、聞き取り調査を実施している。ここで精神科の医療心理職を情報提供者としているのは、彼らこそが、1980年代以降、専門性や資格の否定し難さを問題にしてきたからであり、その困難性を個々の臨床現場の状況に即して、浮き彫りにする必要があるからである。本報告では、2008年7月から今日に至るまで、断続的に行っている聞き取り調査のデータを用いている。

3　研究成果
　紙幅の都合上、ここでは詳述できないが、当日のポスター報告では、聞き取りデータを含めながら、1980年代の学会改革運動の歴史的展開を中心に論じる予定である。具体的には、事例研究や厚生省の臨床心理士資格の制定の動きをめぐって、学会内でいかなる議論が展開され、また意見の対立や葛藤が存在してきたのかについて、提示する。
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